
5周防大島町議会広報　2013（平成 25年）第 35号 5

総務課関係　総合支所
における地域支援班の
職員数にバラツキがあ
る。東和は３名体制で
あるが、防災時に対応
できるのかとの質問
に、検討するとの答弁。
各施設へ AED が設置
されているが、職員に
対し扱い方の研修を行
っているのか、バッテ
リーの管理はどうなっ
ているのかとの質問
に、研修は適宜してい
る。消耗品については
期限内に交換している
との答弁。
政策企画課関係　地域
づくり活動支援補助金
について、団体名・金
額・支援年数について
の質問に、補助金は同
事業で３年間であり、
団体名称と補助金の額
について答弁。地域づ
くり活動支援事業につ
いては、団体名と事業
内容を議会に報告して
もらいたいとの質問
に、議会に報告すると
の答弁。近畿久賀町人
会に活動をするよう呼
びかけてほしいとの質
問に、事務局に連絡す
るとの答弁。他に旧田
布施農高校舎に係る地
域総合整備事業貸付金

について、CATV の加
入状況についての質問
があった。
税務課関係　町民税還
付未済額２名 37,000
円と固定資産税過誤納
分返還金については、
納税者の指摘で分かっ
たことか、町の調査で
判明したことかとの質
問に、年金特別徴収で、
死亡により還付すべき
ところ、社保庁より還
付通知がなかったた
め、固定資産税につい
ては、町の確認により
判明との答弁。法人の
滞納分収納率につい
て、平成 23 年度に対
し 24 年度は落ちてい
るのはなぜか、との質
問に、23 年度までは分
納誓約による納付をし
ていた１法人が社長交
替により、納付がなく
なったためであるとの
答弁。
総合支所関係　日良居
出張所にエレベーター
は必要かとの質問に、
高齢者教室等で使用、
避難所にもなっている
ため必要との答弁。ゲ
リラ豪雨や地震の対応
に対して地域支援班の
現体制で業務に支障は
ないかとの質問に、警

報等が発令されている
場合には地域支援班職
員が待機となるが、警
報が連続すると少数の
ため対応困難との答
弁。
教育委員会
総務課関係　学校給
食収入の、収入未済額
のうち過年度分と現
年分があるが、現年分
の未納世帯は新たな
世帯の未納か、それと
も過年度分滞納世帯
と同一か、徴収方法は
どのようにしている
かとの質問に、同一世
帯、同一児童で、現年
分は、学校で保護者に
対応、過年度分は税務
課で対応していると
の答弁。『給食費は当
然支払うべきもの』と
いう姿勢こそが、本当
の教育・家庭の教育で
はとの質問に、現年分
については、学校と教
育委員会が一丸とな
って未納の無いよう
に努力するとの答弁。
学校教育課関係　いじ

め対策について、スク
ールカウンセラーの活
用状況、PTA 研修につ
いての質問に、各小・
中学校で、週１回いじ
めについてのアンケー
トを実施、カウンセラ
ーは、年間 80 時間派
遣、社会福祉士による
相談を 20 時間、PTA
の研修会も実施してい
るとの答弁。ALT ２名
体制は良いことだが、
指導力についてはどの
ように考えているかと
の質問に、教室では担
当の先生が主で、外国
語指導助手である。し
かし外国人に直接触れ
る絶好の機会であるの
で有意義に活用してい
きたいとの答弁。
社会教育課関係　指定
管理になっている施設
について、管理運営に
民間の知恵と活力・発
想が生かされているか
との質問に、年度途中
であり、利用者数等把
握していないとの答
弁。
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　付託された議案は、全件とも可決及び認定すべき
ものと決定。委員よりの質疑に対し、答弁のうち、
主なものについて報告する。


